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栄養士法施行令等の一部を改正する政令の公布について（公布通知） 

 

 

栄養士法施行令等の一部を改正する政令（令和８年政令第 319 号。以下「政令」という。）

が別添のとおり本日公布されたところです。 

今回の改正の概要等は下記のとおりですので、貴殿におかれましては、御了知の上、関係者

へ周知いただきますよう、よろしくお願いします。 

 

 

記 

 

１ 改正の概要 

①  国家資格等情報連携・活用システムを活用した准看護師及び薬剤師に係る各種申請等

のデジタル化を行うに当たって、以下申請等を電子情報処理組織を使用する方法により

行う場合にあっては、住所地又は就業地の都道府県知事の経由を要しないこととする。 

・准看護師による准看護師籍の登録事項の訂正又は登録の抹消の申請（改正後の保健師

助産師看護師法施行令（昭和 28年政令第 386号。以下「改正後保健師助産師看護師法

施行令」という。）第３条第５項及び第４条第３項関係） 

・准看護師の准看護師籍の登録の抹消の申請（改正後保健師助産師看護師法施行令第５

条第２項関係） 

・薬剤師の免許の申請（改正後の薬剤師法施行令（昭和 36年政令第 13号）第３条関係） 

 

②  その他所要の改正を行う。 

 

２ 施行期日 

この政令については、令和８年 10月１日から施行する。 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
中
「
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
」
の
下
に
「
。
以
下「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」と
い
う
。」を
、「
電

子
情
報
処
理
組
織
」
の
下
に「（
以
下
「
電
子
情
報
処
理
組
織
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
申
請
を
す
る
」
を
「
規
定
に
よ
る
申
請
を
す
る
場
合
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「
ま
で
の
」

の
下
に
「
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
准
看
護
師
が
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申

請
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
と
き
は
、
当
該
就
業
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
こ
と
を
要
し

な
い
。

第
四
条
第
一
項
中
「
保
健
師
籍
」
を
「
保
健
師
、
助
産
師
又
は
看
護
師
は
、
保
健
師
籍
」
に
、「
申
請
す
る
に
は
」

を
「
申
請
す
る
と
き
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
准
看
護
師
籍
」
を
「
准
看
護
師
は
、
准
看
護
師
籍
」
に
、「
申

請
す
る
に
は
」
を
「
申
請
す
る
と
き
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
る
」
を
加

え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
准
看
護
師
が
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請

を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
と
き
は
、
当
該
就
業
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。

栄
養
士
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
九
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
三
百
十
九
号

栄
養
士
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
栄
養
士
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
第
七
条
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
六
条
及
び
薬
剤
師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
栄
養
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

栄
養
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
請
書
の
提
出
を
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
（
次
項
た
だ
し
書

に
お
い
て
「
電
子
情
報
処
理
組
織
」
と
い
う
。）を
使
用
し
て
行
う
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
。

第
一
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
の
提
出
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
つ
た
と
き
は
、

当
該
申
請
書
に
係
る
管
理
栄
養
士
免
許
証
の
交
付
は
都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
五
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
死
亡
し
、
又
は
失
踪
の
宣
告
を
受
け
た
准
看
護
師
に
係
る
同
項
の
届
出
義
務
者
が
情
報
通
信
技

術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
と

き
は
、
当
該
就
業
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
薬
剤
師
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

薬
剤
師
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と
い
う
。」を
加

え
、「
第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
十
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。

第
三
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
請
書
の
提
出
を
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
し
て
行
う
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
十
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関

す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗
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